平成２６年度創造の森交流館第２回運営協議会会議概要
○日　時　平成２６年１１月２０日（木）１２時３０分～１４時００分

○場　所　創造の森交流館研修室

○出席委員（順不同）

　　斎藤　弘男、阿部　安夫、岡部なみゑ、鈴木　耕一
○欠席委員

　　小林　廣子
○交流館関係出席者

　　所長　天野　俊秀
○市出席者

　　羽黒庁舎　産業課観光商工室主任　成田　響
次　　第

　　１　開　　会

　　２　挨　　拶

　　３　報　　告

　　　１）平成２６年度上半期の実施済事業について

　　　２）施設の改造（灯油タンクおろし掛け、東側壁上部金網貼り）
　　　３）冬季職員体制について
　　４　協議事項

１）平成２６年度下半期の事業について

　　　２）平成２７年度の事業計画について
　　　３）運営協議会の運営について
　　　４）その他
　　５　閉　　会

　　　

【会議の概要】

１　開　　会（１２時３０分）

２　挨　　拶　主任　成田　響
　　　　　　　運営協議委員長　齋藤　弘男

３　報　　告
　１）平成２６年度上半期の実施済事業について

　　　＜報告内容＞

　　　　デジカメ自由学校については、参加者が毎回３０～４０名と安定して推移してい

るが、参加者が固定化してきて、専門用語が多くなり、初心者が入りにくい雰囲

気となってきているため、来年度レベルごとのクラス分け等も考えている。
男の料理教室は、参加人数は多くはないが、毎回１０名前後で安定して推移して

いる。
　２）施設の改造について

　　　＜報告内容＞
　　　　冬期間、落雪により灯油のホームタンクの残量が見にくくなる状況が続いていたため、ホームタンクの上におろし掛けを設置し、冬期間でも残量が見えるようにした。また、建物東側壁上部がテンにより穴を開けられてしまったため、穴を塞ぎ、その上から壁全体に金網を貼る修繕を行った。
　　　＜質疑応答＞

　　　　齋藤委員長：テンを捕獲するためにワナを仕掛けることは検討していないのか。

　　　　天野所長：鳥獣保護法の絡みもあり、簡単には設置できないと考えている。
　３）冬季職員体制について
　　　＜報告内容＞

　　　　１２～３月は臨時パート職員の鈴木さんがいなくなるため、電話等の対応は、基

本的に所長が出勤する午前中のみとなる。
　　　　なお、鈴木さんについては、１２～３月は週に１回程度事務的な仕事をしてもら

うために臨時職員の賃金対応で出勤してもらうこととしている。
４　協議事項
　１）平成２６年度下半期事業について
　　　＜提案内容＞

１２月１４日（日）に交流館講座として開催予定の開催予定の劇団夢一座による

民話劇と舞踊ショーについては、毎年度参加申し込みも多く好評ではあるものの、

予算的に厳しいため、今年度で終了し、来年度以降別の内容とすることを検討中。

デジカメ自由学校については、１～２月は積雪により、創造の森まで車で来るこ

とが困難となるため休校とする。ただし、自己責任によるデジカメ自由研究会は

１～２月も実施予定。
　２）平成２７年度の事業計画について
　　　＜提案内容＞

　　　　天野所長が資料に基づき説明。

　　　　今年の５月２４日（土）に吹き矢初心者講習会を予定していたが、結果的に参加

者が０名であった。ただし、吹き矢のルール等について時々問い合わせはあるこ

とから、来年度の講習会の実施の有無については検討中である。
　　　＜質疑応答＞
　　　　鈴木委員：デジカメ特別教室はどのような内容で行っているのか。

　　　　天野所長：昨年度までは、ある程度学習内容等を決めて行っていたが、参加者が

ある程度固定化し、同じような内容になることも多くなってきたため、
　　　　　　　　　今年度からは、各参加者が自由学校内で撮った写真を披露し、他の参

加者から意見等をもらうような内容で行っている。
　　　　岡部委員：来年度新規に実施する事業等考えていないのか。

　　　　天野所長：木の活用ということで、黒炭作りも考えているが、黒炭が各家庭では

手軽には作れないものであることから、事業を行うかは検討中である。
３）運営協議会の運営について
　　　来年度の１回目の運営協議会については、５月中旬頃を予定。
　４）その他
特になし。

５　閉　　会
　　　
